
最後に掲げるのは、「いじめ」に関して学生たちがもっている意見を、アンケート用紙の最後
にスペースを設けて、自由に記述してもらったものである。「いじめ」時代をくぐり抜けてきた
者たちならではの、多様な体験からの本音や微妙な心模様が見いだされる。

僕らの世代は、「いじめ」が原因で自殺した大河内清輝君と同じ世代です。彼の死をきっ
かけに全国で「いじめ」に対する認識が変わっていきました。あれから10年ほど経ちますが、
今でもいじめはなくなっていません。学校05 日制になり、学力低下にばかり目がいきがちだ
けど、今一度、一人一人がいじめについて考えてみる必要があると思います。（国立大Ａ1
年男性）

１．「いじめ」擁護論の周辺

かつて「いじめは、いじめられる方が悪い。非がある」として、教師も親も被害者に責任を負
わせた時代があった。その後、「いじめは被害者に責任はない」と世論は変わってきたものの、
その底流には未だ変わり切れない部分があるかに思われる。それがともすれば、被害者へのまな
ざしを冷ややかにし、対応に遅れをとらせる原因の背景になっているのではなかろうか。例えば
今回の調査でも、表Ａ、表Ｂのような数値がある。
表Ａにみるように、「いじめられたことで、その子が性格を改める場合もある」とする者は

「とても・わりとそう」を合わせると、肯定する者は03 割に達する。さらにストレートに、「いじ
められる子にも、多少問題がある場合もある」とする意見には、「とてもそう」こそ8.8％だが、
「わりとそう」を合わせると、やはり03 割に達する。
この意見の周辺を、自由記述の書き込みから拾ってみよう。「いじめ」の中にある人の心の複

表Ａ「いじめられたことで、その子が性格を改める場合もある」×性
（％）

全体 男性 女性

とてもそう 9.1 11.3 8.3
わりとそう 21.4 23.1 20.8
少しそう 41.2 30.1 45.3
そうでない 28.3 35.5 25.6

表Ｂ「いじめられる子にも、多少問題がある場合もある」×性
（％）

全体 男性 女性

とてもそう 8.8 13.4 7.1
わりとそう 23.9 23.5 24.1
少しそう 52.7 44.0 56.0
そうでない 14.6 19.0 12.9
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雑さが浮かび上がってくるかのようである。

＜その子に原因がある＞

○クラスや大量の人にいじめられるような人は、その人自身にも原因があると思う。しかもまっ
たく自分の原因に気づかない。（短大Ｂ1年女性）
○いじめられる子というのは多少クセのある子で、不登校になったり改善する気がないのは、た
だのワガママだと思う。（短大Ａ2年女性）
○周りのみんなに流されて、いじめるとかがよくある。「いじめ」って、けっこういじめられる
人が問題行動を起こしたりしてから始まったりする。いきなりとかはないと思う。（国立大Ａ3
年男性）
○最近いじめが過激になっているのは、被害者が対処の仕方を知らないせいもあると思う。他人
に頼りすぎだ。加害者も被害者もワガママで自分のことを棚に上げている子たちだと思う。（情
報大02年女性）
○やられたらやり返す。やられる方が悪い。（情報大01年男性）
○いじめは、そいつ自身の責任半分。あと半分は事故みたいなもの。（福祉大04年男性）

＊いじめられている子は、確かに特徴や個性のある子も多い。それで「いじめ」にあっていなが
ら、援助者が出てこない場合もある。

＜仲間による制裁のこともある＞

○いじめられる側には何らかの要因がある。私の周りではいろんな所でいろんな人の悪口を言っ
ていた子が、結果的にいじめられるようになった。それなのに教師は、そちらにはまったく目を
向けようとせず、加害者側をひたすらとがめた。これは正しい対処とは言えない。でも、もちろ
ん「いじめ」は悪いことだと思います。（短大Ｂ1年女性）
○私が仲間と一緒に「いじめ」をしていたのは、その子が私の友だちの財布やいろいろなものを
盗んだり、そのせいで人間関係がぐちゃぐちゃになったから。やっぱりいじめられる子にも問題
はあると思う。（短大Ｂ1年女性）
○私の経験では、その時の「いじめ」は、弱い者いじめではなく、人にやたらぶつかってくる子
に対して、周りの男の子がちょっかいを出すという感じでした。みんな「いじめ」はいけないと
いう意識はもっていたけど、その子はすぐ悪口を言うし、人につきまとってくるので、とくに女
子は困っていました。男子は注意するつもりが、まったく話し合いにならなくて、屈折した「い
じめ」の形になってしまったのだと思います。（国立大Ｃ1年女性）
○中01 のとき担任と一緒に、クラスで特定の02 人に「いじめ」のようなことをしていました。で
も、本人たちに悪い部分があって、誰も同情したり助けたりしませんでした。その人たちも改め
るつもりもなかったようですし、しょうがなかったのではないでしょうか。クラスで話し合いも
しましたが、何度討論しても、本人たちに悪いところがあるという結論にしか、なりませんでし
た。「いじめ」は、ただの「弱いものいじめ」ではないと思います。（国立大Ａ1年女性）

＜成長や学習の機会となった＞

○自分に対しての「いじめ」は、自分のジコチュウのせいだった。それを直すことができたので、
今考えればそれもいい体験だった。（情報大02年女性）
○「いじめ」は、当事者として体験してみないとわからないこともある。私にとっては、辛くて
も「よい経験」だったと思っている。（国立大Ｃ1年女性）
○いじめられた経験を小さい頃してた子の方が強くなれるし、思いやりのある心の持ち主になれ
る気がする。（短大Ａ2年女性）
○何が「いじめ」なのか気づけない（気づこうとしない）最近の風潮が心配。現在、塾の講師の
アルバイトをしているが、何をしたら人が悲しむか喜ぶかまで思考が及ばない子が多すぎる。考

●モノグラフ・小学生ナウ vol.23-2



え方が自己中心的、かつ短絡的なのだ。好ましくない、ゲームの受け売りのセリフもたくさん言
う。そういう子たちを見ていると、自分の子ども時代の経験が、かえってよいものに見えてくる。
だが、人とのかかわりを知り学んでいくためには、「いじめ」に何らかの形で触れ、人の心に

気づいたり考えようとする機会をもつことも大切なのではないだろうか。（国立大Ｂ3年男性）
○「いじめ」が全て悪いとは思わない。その後の両者の成長につながるケースも、なくはないか
ら。（国立大Ｂ2年女性）
○「いじめ」を通して、被害者の考え方が変わっていくこともあるので、全部は否定できない。
（国立大Ｃ1年女性）
○私が、小学校のときに集団無視がありました。自分が無視しているときは遊びの気持ちでした。
けれどある日、突然自分が無視される番になって、馬鹿馬鹿しくなりました。しばらくして、自
分から先生に言いました。先生は動いてくれたし、仲直りはしたけど、いじめられた方は、そん
なにすぐに許せるものではありません。そのとき、初めて人間ってこんなものかーと思って、今
でもその感情は私の基本になっている気がします。自分がしっかりしなきゃと思ったり、いじめ
られている子にもふつうに接することができたり、結構プラスになっていることが多いです。も
し、自分が無視されることがなかったら、たぶん子どもっぽくてうるさい子になっていたのでは
ないかと思うこともあります。その当時のリーダー格だった女の子とは今ではお互い一番の親友
だし、お互いいじめはくだらないことと考えています。自分に自信をもてば、いじめる側も受け
る側も、いじめの馬鹿らしさに気づくと思います。（短大Ｃ2年女性）
○人間は社会的動物である限り、いじめは存在すると思います。確かに自殺に至るまで放ってお
くのはいけないとは思いますが、これから社会に出て行く上で、かなり厳しい「いじめ」がある
ので、小中高はそれを練習する必要があると思います。（福祉大03年女性）
○いじめは多少、必要だと思う。とくに私は、それが苦ではなかったのでそう思う。集団でリン
チ的なものや、命の危険にならない程度の「いじめ」には、おとなはすぐ手を出さず、様子を見
るべき。（音大04年女性）
○いじめられることによって、自分の趣味が広がる場合もあるし、本とか読んで考えを深めるこ
ともできるので、マイナスなことばかりじゃないと思う。（音大03年女性）

２．加害者の心理

また、中には加害者体験からの感想や意見もある。加害者となったことは痛みをもって思い出
されるにしても、その心理も語られている。

＜加害者と言われて＞

○私はいじめる側であった経験があり、ずっと罪悪感をもっている。ただ小学生等は、人権意識
などはもっていないし、私は（いじめる）優越感がとても心地よくて、「いじめ」をしていた気
がする。子どもは、残酷なものだ。（国立大Ｃ1年男性）
○他人の悪口は、みんな好きなんじゃないかと思う。それによって「連帯感を得たい」という気
持ちの方が強いのだろう。本当にその対象が憎い！というケースの方が珍しいんじゃないかな。
（短大Ａ1年女性）
○（その被害者のことを）あまり好きではないから、その子とかかわるのをやめようと思ったら、
周りの子も同じようなことを思っていて、結果、「いじめ」という呼ばれ方をされたときが何回
かあった。それほど意識していない、からかい程度のものを大げさに取り上げられ、気まずい空
気になったこともあった。（音大02年女性）
○「いじめ」について語られるとき、いじめられている子がかわいそう、あるいはいじめられる
方に問題があるといわれる。だが、いじめる側（とくにその中心人物）の心情が論議されること
は少ない。私は、むしろいじめる側の方がかわいそうだと感じている。（福祉大02年男性）
○ 集団で生活していれば、必ず性格の合う人、合わない人が出てくるので、そこからいじめに
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発展してしまうのは仕方がないと思う。（福祉大03年女性）
○いじめっ子は、傍観する子たちに嫌われていることが多い。いじめっ子は、いじめっ子で集ま
るが常に疎外感を感じている。誰かに見てほしい・自分に関心をもってほしいと思い、全体であ
まり好かれていない子を（対象にして）いじめている。だがそれが逆に、他からさらに嫌われる
原因になっている。この悪循環を逃れられない「いじめられっ子」は最もかわいそうだ。また、
いじめられる子の多くは、協調性に欠け、全体になじまない感じがする。それが、こちらの嫌悪
感や苛立ちを生むのだと思う。（福祉大02年男性）
○自分が加わったのが02 回ほどあり、自分がいじめられたこともありました。でも、自分もそれ
なりの考えがあっていじめられていたので、（表面的に折れることはあっても）自分の考えを曲
げることはしませんでした。でも、いじめをやって、母親に初めてぶたれたときは、「本当に悪
いことをやったのだな」と思いました。（国立大Ａ1年女性）
○被害者だけでなく、加害者も「いじめ」をやめられずに悩んでいるときもあります。（国立大
Ａ1年男性）

３．解決の方策を探る

「いじめ」集団の構造論やその原因論についての議論は、これまでかなりの程度行われてきて
いる。今は、どう対応すべきかの方策を具体的なケースの中で探っていく段階にある。しかし総
論はわかってはいるが、現実にはどう対応すべきか、みなが当惑し困惑しているのではなかろう
か。それは大学生たちも同様のようである。

１）担任はダメ

＜担任はダメ、信じられない＞

○担任の力量によるが、僕の場合、担任の力量がないことがわかったので自分で解決した。死ぬ
ことも考えたが、だったら、いっそ殺して死ぬぞくらいの勢いをもって対決にのぞんだ。「いじ
め」と立ち向かうのはとても勇気のいることだ。（国立大Ａ3 年男性）
○先生に、ホームルームなどで無理に相手と握手させられ「これからは仲良くしなさい」と言わ
れたこともあったが、それはまったく意味のないことであったと思う。先生の「いじめ」解消の
技量のなさも、「いじめ」がなくならない一因だと感じる。（国立大Ｂ3年女性）
○教師がいじめの存在を知ったとしても、その状況を打開できるような能力のある教師は、あま
りいないと思う。だからといって、どうしたら一番よいのか、その方法はみつからない。とても
難しい問題だと思う。（国立大Ｃ1年女性）
○たとえ「いじめ」が生じても、先生方の対応はすごく遅いし、言っても先生自身どう対策して
いいのかわからないらしく、正直言っても言わなくても同じ気がする。（国立大Ａ1年女性）
○私が見た「いじめ」は先生も一緒になっていたから、その子は相談することもなく不登校にな
り、中学校の01 年から卒業まで一度も学校に来なかった。（短大Ａ2年女性）
○絶対に負けない。たとえ過去の話になっても、きっと心のどこかで覚えているし、傷は残る。
だけど、それを理由にいつまでも、なよなよしているわけにはいかない。私の場合、担任が「い
じめ」を認めていたというか加わっていたから、学校では逃げ場がなかった。でも、教師だから
って文句を言わないでいた方がよくないと思って、文句を言ったら翌日避けられた。最終的には
つかみかかって、「私はてめーなんかに負けない！」って捨てゼリフで卒業しました（笑）。今は
あの担任以上にまともに生きていると思ってるんで、めでたし・めでたしデス！！（福祉大01年
女性）
○私の経験では、担任は（「いじめ」に対して）適当にしか取り組んでいなかった気がして、信
用できません。私は中学のとき、人を無視したことがありました。今はそのことを後悔していて、
彼女とは今も友だちですが、無視せず、彼女の言葉に返事したときの意外な安堵感は、忘れられ
ません。（国立大Ｃ1年女性）
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○担任の先生は、必ずしも親身になってくれる訳ではない。いじめている子は家庭で愛されてい
なくて、大変な思いをしている場合が多い。自分は、母が話を聞いてくれるので、耐えることが
できた。（女子大Ｂ1年女性）
○教師が子どもというものを理解していない。おとなが考えるほど、子どもは何もできない・知
らないわけではない。（国立大Ｃ1年女性）

＜安易に首をつっこまないで＞

○「いじめ」があったら先生に言うようにと言うけれど、自分が先生だったら、どうすればよい
のかわからないし、先生が「仲良くするように」と言ったところで解決しないし、いまだに先生
に言うことで解決されるのかどうかがとても疑問に感じる。あまり過敏に親や先生が反応して、
首をつっこまない方がいい場合もあると思う。（国立大Ｃ1年女性）
○おとなはできれば、静観していてもらいたいと(いじめられた)当時は思った。私が受けたもの
が無視のみで、あまりひどいことにならなかったのが理由かもしれないが、「いじめ」には気づ
いてもらいたいが、何かしてもらいたいわけでもない。いつもと変わらない態度で接してもらえ
ればいいと思った。（国立大Ｂ4年女性）
○何も知らなかったくせに、事実を知っていきなり同情的になった先生を軽蔑した。他人には、
絶対「いじめ」をするまいと思った。主犯グループが先生に言われて謝ってきた。その後、家で
大泣きした。それは、安心とかじゃなくて、悔し泣きだったと思う。「いじめ」をした人にとっ
ては、今いじめの（対象にしている）人は敗北者なのかもしれないけれど、いじめた人も敗北者
なのかもしれない。（短大Ｃ1年女性）

＜カウンセラーがほしかった＞

○いじめられている子は、まったく悪くないと思う。学校に居場所がなくて、本当に辛かった。
だから先生でも、保健室の先生でもなく、自分を評価しない・秘密を守ってくれるカウンセラー
が配置されてほしいと強く思っている。（国立大Ｃ1年女性）

＜先生の児童・生徒いじめもある＞

○小学校05・6 年の時、担任教師がある特定の子をかわいがり、ある特定の子をいたぶる、とい
う現象が起きていた。そのクラスでは、“教師＝法”といった感じだった。リーダーシップが強
すぎる感じの先生で、反発などはとてもできる雰囲気ではなかった。卒業後に聞いた話だが、そ
の先生の受けもったクラスは学級崩壊したそうだ。（国立大C1年男性）
○そうですね、3 種の「いじめ」全てを体験した上で、私がとくに感じたのは、生徒同士より、
教師の生徒に対する「いじめ」は最悪であると思う。（福祉大03年男性）

２）担任の対応で好転

＜担任の迫力＞

○小学校05・6 年の時の担任の先生は、私たちに最初に会ったときから、「私は絶対にいじめを許
しません」と宣言してくれて、いつも子どもたちのことをとてもよく見ていたし、何かあったと
きも、とても相談しやすかった。結果的に、多少のからかいくらいで、それ以上の「いじめ」は
01 つも起こらなかった。私も03・4 年の時に、過去に私をいじめていた人と同じクラスになった
けど、その先生のおかげでほとんどいじめられなくなった。この経験から「いじめ」を防ぐには、
教師や親の態度がかなり重要だと思う。（国立大Ａ1年女性）
○小学校の時「いじめ」があったけれど、担任の先生がクラス全員を残して、「いじめ」のこと
を話すまで家に帰さなかった。先生の迫力がすごかったので、その後の「いじめ」はなくなった。
教師が、真剣に怒ればいじめはなくなると思う。（福祉大02年男性）
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○私は小06 の時に、複数で01 人をいじめていました。その子は先生に相談しました。その担任の
先生は、とてもいい先生だったので、先生といじめている子の話し合いの場を作ってくれました。
そのときに「あいつ（いじめられている子）も悪いところがあるのかもしれないが、お前たち
（いじめる側）が変わらなければいけないのだ」と私たちを叱ってくれました。大きくなって、
やっとその言葉の意味がわかりました。「いじめ」をやめていなければ、なにもいいことはなか
ったのです。今は、なんであんな残酷なことをしてしまったのだろうかと後悔して、その子に申
し訳ない気持ちです。（短大Ｃ1年女性）
○小学校のころ「いじめ」があって、クラスで何度も話し合ったことがあった。今思うと、「い
じめ」は絶対に許してはいけない、大切なのは傍観者であった子どもに対する対応だと、先生に
教えられたと思うし、大切な時間だったと思う。（音大02年女性）
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○私自身、小学校の時のちょっとした「いじめ」で、自分が積極的で、明るい性格に変わってい
たので、中学校の時は「いじめている子」と「いじめられている子」の仲裁に自ら入って仲をと
りもった。そのとき、印象に残っているのは、担任がその状況をよく把握し、私に詳細を聞いて
きたことだった。担任が直接仲裁に入ることはできないと思うが、仲裁に入ることができる子・
いじめを緩和することができる子までを見抜くような力量をもった担任教師が、もっと必要であ
ると思う。（短大Ａ2年女性）
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○いじめは絶対にあってはならないと思う。中学の時「いじめ」がなくなるようにいろいろ工夫
したけど、なんとも気分が悪かった。こっちまで恨まれそうになった。人のゆがんだ部分がむき
出しになると、いじめが起きる。本当の意味での人権教育に通ずる、道徳教育がもっと実現され
ていってほしい。（国立大Ｃ1年女性）
○ 小学校の時、クラスでいじめがあったのでクラス委員だった私は、「いじめ」をやめるように
言い続けましたが、それが「権力がある＝偉そう」ととられ、聞き流されました。その上、いじ
められていた子は同じマンションで、私が家に訪ねて行っても受け入れてくれなくなり、転校し
て行きました。「いじめ」を止められない私も、敵に思えたのでしょう。それ以来、私は他人と
一定の距離をおくようになった気がします。（女子大Ｂ3年女性）

４．支えがなければ

支えのない成長の時代。「いじめ」にも支えがあれば乗り切れるのに。

�»�§�Q�U�s�Z�•�y�§�X�s�•�s�M�¼

○いじめによって、強くなることはないと思います。もし、強くなれたと思っている人がいたら、
それはその苦しいときに支えてくれた人たちの行為などのためだと思います。（福祉大01年女性）
○相談したとしても自分が強くならなければ解決しない。または、周りの友だちが支えてくれな
ければダメだと思う。（短大Ｂ2年女性）
○私自身は、いじめられたとき、支えになってくれた人が近くにいたおかげで、いじめられたこ
とが、その後の私の成長に役立った。でも、全ての人がそうだとは決して言えないし、「いじめ」
はないに越したことないので、なくなってほしい。しかし、なくならないのが現実だと思う。だ
から、いじめられている子には誰かしら支えになる人がいなきゃいけないと思う。（国立大Ａ1
年女性）
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